
大阪国際交流センター・ラジオクラブ

後列：　J O 3 L Z G ,   J O 3 B A V ,    D L 2 K C K  ( A B 2 Z E ) ,   J A 3 Q U U ,   J A 3 I V U ,   J A 3 U S A ,   J A 3 A E R ,   J A 3 A O P
前列：　J K 3 I Y B ,   J H 3 A E F ,   エリカさん,   D F 2 C W

大阪国際交流センター・ラジオクラブの１０月例会は、ＤＦ２ＣＷ壱岐さん
エリカさんご夫妻とお友達のＤＬ２ＫＣＫクリスチャンさんをビジターにお迎
えして、いつもにまして賑やかな楽しいミーティングとなりました。

写真提供：J A 3 A E R ,  J O 3 L Z G .
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南ｱﾌﾘｶ ( Z S ) ,  ｻ ﾝ゙ ﾋ ｱ゙ ( 9 J ) ,  ｼ ﾝ゙ ﾊ ﾌ゙ ｴ゙ ( Z 2 ) ,  ﾎ ﾂ゙ﾜﾅ ( A 2 )
南部アフリカ４ヶ国旅行記

J A 3 I V U  北井　十生　　

１０月１１日から１０日間、南部アフリカ４ヶ国に行ってきました。
今回は、久し振りに関空発で集合が１６時だったので午後にゆっ
くりとなんばの「O C A T 」からバスで関空へ、この方が重い荷物を
持っている場合、O C A T にはエスカレータやエレベータがあるた
め一番楽である。
　空港バスで関空４階の国際線ターミナルへ。時間があったので
南アフリカの通貨であるランドへ両替、まさか関空で両替が出来
取るとは思いませんでした。さすがB R I C S の５ヶ国です。１６時に
集合場所へ、今回は１１名のツァー。チケットをもらいまず香港へ
行くためのキャセイ航空のカウンターへすぐにチェックインができ
た。そのとき荷物は最終目的地のケープタウンではなく経由地の
ヨハネスブルグで一旦受け取る。なぜ？よく荷物が行方不明に
なるため。それにカバンを開け盗難もよくあるとのことでカバンを
ガムでグルグル巻きにした。もちろんカギなどかけない。（つぶさ
れたら損）
　C X 5 0 7 便（K I X －H K G ）で席は真ん中で外は見えない。まぁ夜
間飛行ですから。　飛行機　Ｂ７４７はで乗客はほとんどが日本人
の団体と中国人（香港人？）　香港経由で南アフリカに行く日本
人ツァーがたくさん乗っていた。ほぼ定刻とおり香港に着いた。
新しくなった香港国際空港に到着するのは始めてだ。乗り換え
のため南アフリカ航空のカウンターへそして搭乗口へと３時間ほ
どの待ち時間。ところが定刻になってもなかなかケートが開かな
い。３０分ほど待てのアナウンスが何回あったかな。そのうち食券
を配り出した。こんな時間にいかに香港と言えどもラーメン屋とマ
クドぐらいしか開いていない。しかたがなくラーメン屋へ。

なんと九州の熊本のラーメン屋だった。
S A 2 8 7 便（H K G －J N B ）　A 3 4 0 －6 0 0 は午前３時ころやっと香港を
出発。眠くて離陸も機内食が出たのもわからなかった。
機内は、またまた成田からの日本人ツァーがたくさん乗ってい
た。　
１３時間かかって、１０月１２日　１０時１０分　３時間遅れでJ N B 到
着。荷物も無事到着。ケープタウン行きの予定の便は出てしまっ
た。なんとか１２時発のS A 3 3 3 便（J N B ? C P T ）でケープタウン到
着。１１人なので中型バスにカバン用のトレラーを牽引している。
午後の観光はクルクル回るロープウェイに乗って「テーブルマウ
ンティン」へ。天気もよく市内がよく見える。もう一つの「カーステ
ボッシュ植物園」は明日に変更してウオターフロント地区の３泊
するホテルへ。窓から「テーブルマウンティン」がよく見える。ホテ
ルから外へは出ないようにとのことなので窓から眺めるしかない。
　１０月１３日、朝から、マンデラ元大統領が１８年間収監されてい
た旧監獄の島　世界遺産「ロベン島」へ。港から白人、黒人、日
本人など満員の双胴船で約３０分で島に到着。港に到着すると
島を案内するバスが１０台ほど。満員になり次第発車した。島内
には監獄のほか教会、病院、墓まであった。マンデラ氏が入って
いた独房、多数が収容されていた房などを以前に収容されてい
た黒人男性が熱く説明される。中学生くらいの黒人のグループ
が真剣に聞いている。
　ポルトガル、オランダ、イギリスと３百数十年にわたって隔離さ
れてきた歴史を見た。私たちも国内外の歴史を正確に整理して
学ぶことが大事である。

（ロベン島から見るテーブルマウンティン）
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　街並みはイギリス風で今まで見てきたアフリカのイメージとは全
く異なる。これも人種隔離政策のせいでしょうか。
　歩いているのはほとんどが黒人で白人は車に乗っている。聞け
ば例え１００ｍでも車で行くそうです。
１０月１４日、歴史に出てくる「喜望峰」へ。途中はお金持ちの別
荘ばかり。アザラシやペンギンを見ながら「喜望峰」へ
岬の突端は風が強く、インド洋と大西洋が見える。本当のアフリ
カ最南端はここから１５０ｋｍ先にある。
夕食はフリーなので３人でシードフードレストランへ。えび、か
に、ロブスターなどとワインで乾杯（飲めないのが残念ですが少
しなめる程度いただきました。他の女性かたはグイグイ）
　１０月１５日、朝７時の便なので４時に起こされ空港へ、S A 3 0 6
便（C P T ? J N B ）で再びJ N B へ。定刻とおり到着したが一人だけで
なく乗客全員の荷物が出てこない。

１時間ほど待たされてやっと出てきた。
１時間ほど走ってアウストラロピテクスの頭蓋骨が発見された「ス
タークフォンテン洞窟」へ。ここは金鉱探しの偶然に発見された。
中は鍾乳洞で上の林の中に穴が空いていてそこから落下してそ
のままになった。鍾乳洞といっても秋芳洞のように水がポタポタと
は落ちていない。
　南アフリカの首都のプレトリアへ。ここもやっぱりイギリス風の街
並み。今は「ジャカランダ」の花の季節で紫の桜とも言うらしいが
この花を見に来るのはどうやらは日本人だけのようです。ここ街
での宿泊は「島本さん」お好きな「シェラトン　プレトリア」です。シ
ェラトン、外も中もきれいです。何故か日本人のツァー客がたくさ
ん宿泊しています。
１０月１６日、朝からバスからも降りて「ジャカランダ」の花を見まし
た。しかし現地ガイドが指定する場所しか下ろしてくれません。

そしてまたまたJ N B へ　S A 4 8 便（J N B ? L V I ）でザンビアのﾘﾋ ﾝ゙ｸ ｽ゙ﾄ
ｰ ﾝ空港へ　定刻とおり到着したが　タラップを降りると暑い。ブル
キナファソを思い出しました。小さな空港で荷物用のターンテー
ブルが一つ。ワガドゥグ空港によく似ています。空港からは中型
バスに荷物用のトレーラを引っ張り、１５分も走ると市内をすぎ、
ジンバブエとの国境へ、出国と入国審査を済ませ国境の橋をと
おり、すぐ横には水のほとんどない岩だらけのザンビア側のビクト
リアの滝が見える。この橋からバンジージャンプができるとのこ
と。そして、ジンバブエのビクトリア・フォールズの町へ。
　今日から３泊するリドート風のホテルへ。ここも日本人のツァー
客がたくさん。E U のツァー客もたくさん
また、中野先生の嫌う蚊だ。いたるところにいる。かとり線香を焚
いて追い払う。みなさんが焚くため廊下まで線香のにおいが充
満しているがそれでも蚊は飛んでいる。部屋には天井から蚊帳
がぶら下がっている。

（プレトリア　ジャカランダの並木）

（風が強かった喜望峰にて）
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夕方、１６時過ぎからビクトリアの滝の上流のザンベジ川の「サン
セット・クルース」へ、双胴船には同じ旅行社の東京組２４人と大
阪組１１人の日本人ツァー２組が乗船。当然、大阪組が元気その
もの東京組はお淑やかです。
カバ、ゾウ、ワニなどの動物がのんびりしている。船上の人間さま
はアルコールが入り上機嫌。やがてサンセットへ。夕陽が水面照
らし、カバがときどき顔を出す。
１０月１７日、
朝から車で約１時間走り、となりの国ボツワナへ　また出国と入国
した、この二カ国の間は車を乗り換えるため徒歩で国境通過。入
国の際には靴の裏を消毒はした。ここからはトヨタのランクルを改
造したテントの屋根だけある９人乗りのサファリカー（東條さんの
車とは少し違うようでボンネットの前に人は座っていませんでし
た。）でケームサァフリーへ
ザンビア、ジンバブエ、ボツワナの観光用の車にはアイコムのF M
無線機とウエダ無線で販売しているビジーのアンテナが設置さ
れている。（おそらく１５０M H ｚ帯）、フロントガラスには無線局運
用許可書が貼ってあった。（ここまで見るとはかなり重傷の職業
病です）
　国境から２０分ほど走り、ザンベジ川の上流のチョベ川沿いの
「チョベ国立公園」へ　約１万平方キロの大きさの動物保護区に
「ゾウ、カバ、ライオン、ヒョウ、キリン、ワニ、イボイノシシ、バッファ
ロー、多種の鳥」が生息している。
大きいゾウ、カバなど簡単に見つかるがライオン、ヒョウなどは木
陰に隠れているためなかなか私たちには見えない。しかし現地
の運転手兼ガイドは木陰の間にいるライオンやヒョウを見つけ出
す。遙か遠くにいる豆粒の大きさしか見えないゾウやカバも見つ
ける。一体、視力は？？？？１０．０ぐらいありそう。すごい人は２
０．０以上もあったそうだ。
　途中、大きな身体のまわりにハゲタカが・・・よく見るとゾウが横
たわっている。弱肉強食の世界だ。
なにしろ屋根しかないので砂ぼこり、風がまともにあたる。女性か
たはアラブゲリラのごとく覆面をしているのでそれを見た白人が
写真を撮っている。白人の女性かたは何もしていない。

　昼食後、今度はボートサファリー、小さな双胴船に乗り川辺に
いる「カバ、ゾウ、ワニ、イグアナ」を見た。乾季なので水位が低く
川の真ん中に島が出来ており、そこに生える草を食べにカバが
川から上がってきている。
夕食は、さきほど見てきたワニなどの野生動物の肉のバーベ
キュー　やはり人間が一番恐ろしい動物かも。
１０月１８日、いよいよビクトリアの滝へ、まずはジンバブエから　
滝の半分以上は岩だらけで水がない。ジンバブエ側だけは滝に
なっており、虹もきれいに見えた。水量が少ないため水しぶきは
ほとんどなく濡れずに済んだ。イグアスの滝のときとかなり違う。
やはり乾季のせいか。今度は雨期にきてびしょ濡れになるかな。

その後、この町にある小学校を訪問した。学校は１年生から７年
生まで１９００人ほどの児童が通学している。
教室や先生が不足しているので午前の午後の２部制になってい
る。ある教室を訪問すると女子児童が歌を歌ってくれた。
ジンバブエの国歌だそうだ。教科書、鉛筆、ノート、机、椅子など
も不足しているとのことであったが子どもたちは一生懸命、勉強
している。また、余るほど水がすぐ近くにあるのに飲料水は不足
している。学校に来ると水がもらえるので通学する子どももいると
校長先生は言っておられた。私たち日本人は恵まれすぎている
のか。
午後は、ヘリに乗って上空からビクトリアの滝を見る、水量の少な
いのが一目でわかる。１５分ほどフライトでした。
（ちなみに料金は１４０＄です。）

（サファリカーとドライバー兼ガイド）右タイヤの上にﾋ ｼ゙ ﾞー のｱﾝﾃﾅ

（チョベ国立公園　ゾウの親子）

（ザンベジ川のサンセット）

（ザンベジ川のカバ）
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１０月１９日、いよいよ帰国する日が来た。途中、国境を
越えてザンビア側から水のほとんどないビクトリアの滝を
見る。
ﾘﾋ ﾝ゙ｸ ｽ゙ﾄｰ ﾝ空港からS A 4 9 便（L V I ? J N B ）南アのヨハネス
ブルグへ　途中　雲の中に入り機体が上下に揺れる。そ
のとき
昼食を配膳していたC A がバタンと倒れた。どこかで頭を
うったようだ。倒れて起き上がってこない。すると医師と
おもわれる乗客のひとりの女性がかけつけ処置している
。機内は心配顔でいっぱい。しばらくすると両肩を支えら
れ機尾へ　椅子にすわり到着するころには元気になって
いた。
S A ２８６便（J N B －H K G ）１６時５０分発で香港へくまた１３
時間ほどのフライト　日本人と中国人の乗客ばかり　帰り
は疲れていたためと夜間飛行でほとんど寝ていた。
　定刻より少し早く香港に到着し、３時間ほど待ってC X 5
0 2 便　（H K G ? K I X ）１６時２０分発で無事に関空に到着、
荷物も無事出てきた。ところが税関で中味を見せろと　な
にもあやしい物は入っていないですみずみまで見て貰
った。このようなことは初めてだった。やはりカバンにガム
テープを巻いていたのがまずかったのかなと・・・・

無線のこと
道中、走りながら外を見たがアマチュア無線用のアンテナは見かけ
なかった。
携帯電話用、放送用、業務用のアンテナはあちこちで見かけた。

４ケ国を回って
南ア、ザンビア、ジンバブエ、ボツワナのほんの一部しか見ていない
が南アの都市部は今までアフリカのイメージとはかけ離れていた。イ
キリスそのものと感じた。少し街をはずれるとやはりアフリカという感
じで４００年足らずの白人支配から抜けるにはあと何年かかることか
と。他の３ケ国はほとんど同じように見えたが少しは違うらしい。いす
れの国も元はイギリス領である。ザンビアは昔、北ローデシアで東京
オリンピックの閉会式ではザンビアに、ジンバブエは南ローデシアと
呼称していたとのこと。

（空からみた
ビクトリアの滝
右上がザンビア側
　水がない）

（ビクトリア・フォールズの町の小学校）

（ジンバブエ側からのビクトリアの滝）
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ｱﾌﾘｶ旅行記　余話

９月号のJ H 3 A E F / 東條さん、今月のJ A 3 I V U / 北井さんのｱﾌﾘｶ旅行記に因んで
J K 3 I Y B / 西さんのテーブル・マウンテン登頂証明書と荒川さんの西ｱﾌﾘｶでの運
用のＱＳＬカードを掲載させていただきます。　　　　　　J A 3 A O P  /  杉山　曉
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